
「困っているときはお互いさま」そんな気持ちからつくられました。
ふれあい福祉サービスは、住民同士の助けあい活動です。

〇利用できる方 秋葉区にお住まいで、おおむね65歳以上の方
 障がい児・者、お手伝いが必要な方

〇活動内容 調理及び食事の準備、買い物、掃除、
 洗濯  ゴミ出し  等

〇利用日時 平日の午前９時～午後５時
 （ゴミ出しは、８時半までに実施）
 土日祝日および１２月２９日～１月３日はお休み

〇利 用 料 １時間につき500円（ゴミ出しは30分250円）
 生活保護世帯は半額です

協力会員募集中
資格等は必要ありません。活動にご理解をもって活動くださ
る方はどなたでも登録できます。短時間での活動も可能です。
わからないことが多い初回の活動は職員が同行します。
毎月20日に説明会を開催していますので、
お気軽にお問い合わせください。

秋葉区社協だより
新潟市秋葉区社会福祉協議会
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き
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支えあい、ともに笑顔
で
くらすまち

新潟市秋葉区新津本町1-2-39
TEL：0250-24-8376（代表）FAX：0250-23-3322
TEL：0250-24-8345（秋葉区ボランティア・市民活動センター）
ＵＲＬ：http://niigataakihaku-syakyo.jp/
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秋葉区社会福祉協議会
（新津地域交流センター2F）

検索秋葉区社会福祉協議会

社会福祉法人 新潟市社会福祉協議会

秋葉区社会福祉協議会

ホームページ
も見てね

秋葉区にお住まいの方で新聞未購読等、秋葉区社協だよりが届いていない世帯
で郵送を希望される方は、秋葉区社会福祉協議会までお申込みください。

秋葉区社協だよりの郵送申込みを受け付けております。

きらりん

Vol.48

中も読んでね

　より多くの皆さまに情報をお伝えできるよう
希望される方には個別に郵送をしています。
　お近くの方にぜひご案内ください。

お申し込み先：秋葉区社会福祉協議会

TEL0250-24-8376
FAX0250-23-3322

年３回（7月・10月・3月）に
発行予定です！

今 回 の
　  特 集

秋葉区社協だよりの
郵送申込みを
受け付けています

　秋葉区社協だよりは、新聞折り込みでお届
けするとともに、区役所、コミュニティセンター
などに設置をしていただいております。

　目の不自由な方を対象に、点字版や音声版
（デイジー・CD版）も発行しています。

ふれあい福祉サービス

寄付金額
３０,０００円
１０,０００円
２,０００円

寄付者氏名（敬称略）
ラブママ
匿名
匿名

寄付先
秋葉区社協
秋葉区社協
秋葉区社協

秋葉区内の福祉事業・活動に活用させていただきます。
（令和6年６月1日～令和6年８月31日）

あたたかいご寄付を
ありがとうございました

　地域のつながりの希薄化や
少子高齢社会に伴う様々な課
題がある中で、支え合う地域
づくりが大切になります。支え
合う地域づくりを進めるうえで
重要となる、地域における見守
り活動をご紹介します。

小合地区の紹介
― 小合地区の見守り訪問 ―

　小合地区では、「なじらて訪問」と「歳末見守り事業」
で高齢者等の見守り訪問活動を行っています。
　「なじらて訪問」では、自治会長・町内会長を中心に
各組長等と年に２回（7月・12月）訪問しています。また、
「歳末見守り事業」では、サロン代表者と民生委員児童
委員、自治会と協力し、歳末時期に訪問活動を行って
います。
　このように色々な方が関わりながら見守り活動を行う
ことで、支え合う地域づくりをすすめています。

（小合地区社会福祉協議会　阿部会長）

各種助成の
ご案内

【第１部　福祉功労者表彰式】
【第２部　地域福祉推進フォーラム】
 テーマ：あきはくの支え合いの実践
　　　　～地域共生社会を目指して～ 

◆シンポジウム
　 ＜シンポジスト＞　
　　①新潟縣信用組合　様
　　②舟戸1,2自治会　様
　　③秋葉区社会福祉協議会・
　　　支え合いのしくみづくり
　＜コーディネーター＞
　　新潟医療福祉大学
　　心理・福祉学部社会福祉学科
　　教授　青木 茂 氏
○シンポジウムでは、区内で取り組まれている
たくさんの地域活動を映像でご紹介します。

※災害や感染症拡大状況によっては、開催方法や参
加人数を変更する場合があります。

令和６年度  秋葉区地域
福祉推進フォーラム
日　時 令和6年12月15日（日）
 13：30 ～ 15：45
会　場 秋葉区文化会館

定　員 会場 300名、オンライン 100名
 （事前申込制）
参加費 無料

主　催 秋葉区社会福祉協議会

共　催 新潟市（秋葉区健康福祉課）

  歳末たすけあい事業
住民同士の交流を目的とする歳末時期に行う事業
（クリスマス会や賽の神など）を支援します。
対象団体：自治会・町内会、地区社会福祉協議会、
　　　　　地域コミュニティ協議会、福祉施設
自治会・町内会　10,000円上限
複数自治会・町内会で事業を開催した場合は、
10,000円×自治会・町内会数が上限
地区社協・コミ協・施設　100,000円上限
ただし、事業費総額の10分の９以内とする。

  歳末除雪たすけあい事業
助け合いと見守りを目的として実施する除雪活動
を支援します。
対象団体：自治会・町内会、福祉施設
自治会・町内会につき　30,000円以内

赤い羽根共同募金・歳
末たすけあい募金を財源
として実施しています。

  ひとり親世帯等入学準備助成事業
来春小・中学校へ入学するお子様がいるひとり親世
帯または両親がいない世帯の方へランドセルまたは
指定体操着購入費の一部を助成します。
対象者：令和6年度児童扶養手当（全部停止の場合も含む）また

は、ひとり親家庭等医療費助成の認定を受けている世
帯、かつ、市民税非課税世帯（※生活保護世帯除く）

ランドセル購入費用（小学校新１年生）1名につき12,000円上限
学校指定体操着購入費用（小学校新1年生、中学校新１年生）
12,000円上限

  共同募金 公募型助成事業
新潟市内における地域福祉推進を目的に公募型助
成事業を募集します。
対象事業年度：令和7年度事業
※対象事業が各種ありますので、詳細は秋葉区社協ホームページ
　「お知らせ」をご覧ください。

詳細や必要な書類等については、秋葉区社会福祉協議会までお問い合わせください。
秋葉区社会福祉協議会　TEL 0250-24-8376

ひきこもりに関する講座のご案内
　ひきこもりの状態になるのは、様々な社会課題があります。ひきこもりについて正しく理解し、
一緒に考えませんか。聞くだけの参加も大歓迎です。

～ひきこもり家族の懇談会のご案内～
　秋葉区社協では、ひきこもりに関する取り組みを行っており、家族の懇談会については、不定
期で開催しています。次回2回目は、上記10月24日となりますが、3回目は２月を予定しています。
ご案内は秋葉区社会福祉協議会のホームページにてご確認ください。
「本人にどう声をかけたら良いのか分からない」「甘やかしすぎたのかな」など様々な想いを分かち
合う場です。話したくないことは話さなくても良いです。
ぜひお気軽にお越しください。

【第１部】 「ひきこもりの正しい理解と支援」
 講師：長岡崇徳大学 客員教授　斎藤 まさ子 氏
　ひきこもりは、本人や家族の自己責任ではありません。
ひきこもり支援に大切な家族支援について学びます。

【第２部】 懇談会※こちらは、ひきこもりの状態にある方
のご家族のみ対象です

詳細は、秋葉区社会福祉協議会ホームページをご確認く
ださい。

  日　時 令和６年１０月24日（木）
 13：30 ～15：45
  会　場 新津健康センター３階
 第1・2会議室
  定　員 

秋葉区社会福祉協議会　TEL 0250 - 24 - 8376

40名（事前申し込みは必要あ
りませんが、定員に達した場合
は、会場に入れない場合があ
りますので、ご了承ください）

予約不要

ボランティアきっかけ作り講座開催
ボランティアしたいけど、どんなボランティアがあるか知りたい、ボランティア活動の体験をした
いなど、ボランティアに興味のある方を対象に「ボランティアきっかけ作り講座」を開催します。
  日　時 令和６年１１月９日（土）13：30～15：30

  会　場 新津地域交流センター　多目的ホール

  内　容 ボランティア活動紹介、ボランティア体験

  参加費 無料　　  申込み　１１月１日（金）締め切り

秋葉かみしばいクラブ「青空」、ハンドケアスマイル、絵と手紙いろどりの会による
体験コーナーもあります。皆さんご参加ください。

  申込先 秋葉区ボランティア・市民活動センター
 TEL：（0250）24-8345
 FAX：（0250）23-3322
 メール：vsc-akiha@syakyo-niigatacity.or.jp

　秋葉区は超高齢社会を迎え、その中で重要な課題の1つが認
知症です。2025年には高齢者の5人に1人が認知症になると言
われており、誰がなってもおかしくないとても身近な病気です。
2024年1月に認知症基本法が施行され、企業でも認知症の人へ
の対応について考えることが求められています。認知症になって
も安心して暮らせる地域をつくっていくためには、認知症のこと
を正しく理解し、あたたかく見守る地域づくりが大切です。
　そこで、全国的に行われている認知症サポーター養成講座を
活用し、一緒に認知症について学んでみませんか？ 

＜子どもたちも認知症について学んでいます＞
　新津第二中学校１年生を対象に
認知症サポーター養成講座を実施
しました。講座では認知症の症状
の理解の他、地域や企業の方から
も見守り活動や訪問の中での認知
症の方への関わり等、それぞれの取り組みのお話を聞き、
地域の一員として生徒たちができることを考えました。

　企業だけではなく、自治会町内会等の地域の集まりで
も受講することができます。
　認知症サポーター養成講座にご興味があ
りましたら、お気軽に秋葉区社会福祉協議
会までご連絡ください。

企業の皆様へ

認知症サポーター養成講座を
受講しませんか



支え合いのしくみづくり
「支え合いのしくみづくりについて知りたい」と思った時など、
いつでもお声がけください。皆様のところへ説明に伺います。

秋葉区では住み慣れた地域で誰もが安心して暮らし続けてい
くために、生活支援・介護予防などの充実を図るため、身近な
地域での支え合いの取り組みを関係機関と連携を行いながら、
地域の皆様と推進しています。

見守り活動
～地域における見守り活動とこれからの取り組み～特集

　見守り活動は、地域における助け合い・支え合い活動を進めるうえで大切な取り組みです。地域のさりげない見守りで、個々の悩みやちょっと
した変化に気づき、必要な支援につながることや、地域住民同士のつながりが深まり、よりよい地域づくりにもつながります。
　住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる地域づくりを進めるために、地域の皆様とともに、見守りについて考えていきたいと思います。

区社協福祉推進会議

歳末見守り事業

　令和６年８月１日（木）、２日（金）に、地域コミュニティ協議会や地区社会福祉協議会、自治会長・町内会長、民生委
員児童委員の皆様と秋葉区社会福祉協議会役員を対象に、区社協福祉推進会議を開催しました。
　地域の助け合い、支え合い活動を推進するための会議で、今年度は「見守りの重要性」をテーマに行いました。

　初めに、新潟医療福祉大学の青木先生から、「地域課題の現状と見守り活動の重要性」について、いま地域では孤立
死や困りごと（ゴミ出し、買い物、除雪等）、特殊詐欺、認知症に関する課題があること、課題に対し住民同士が支え合っ
ていくために見守り活動は重要であること、などについてお話しを頂き、秋葉区社会福祉協議会からは、当協議会とし
ての見守り活動の考え方や地域と連携した活動の紹介、助成金の活用について説明をさせて頂きました。
　また、昨年度に地域の中で連携した見守り活動を行った４つの自治会・町内会（新町、草水町、車場3丁目、古田）か
らの事例発表がありました。身近な地域の方が見守り訪問を行うことで、ご近所同士の会話がうまれ、お互いの気持ち
が上向くなど取り組みの意義を感じる機会となりました。
　最後には参加者で地域コミュニティ協議会ごとに、見守りや地域の現状について話し合いが行われ、見守り活動は地
域で検討を進めなければならないなどの意見があがり、時間が足りないほどでした。
　今後は、この活動がさらに広がるように、地域の皆様と話し合いを重ねながら、「住み慣れた地域で安心して暮らし
続けられる地域づくり」を進めていきたいと考えております。

新潟医療福祉大学　青木先生より
「地域課題の現状と見守り活動の重要性」と題して、

基調説明をいただきました。

山の手地区新町町内会

　10月1日より全国一斉に赤い羽根共同
募金運動が始まりました。
　秋葉区では、自治会・町内会を通じて
各世帯にお願いする戸別募金のほか、街
頭募金、学校や職場、企業等、様々な方法
で募金をお願いしております。
　集められた募金は、県内の福祉施設や秋
葉区内の地域活動などの福祉事業を推進す
る様々な活動に役立てられています。災害
時には、被災地支援にも役立てられます。
　今年も皆様の温かいご支援、ご協力を
お願いいたします。

赤い羽根共同募金へのご協力をお願いします
運動期間中ご支援いただきま
した地域の方々、学校、企業、
各種団体の皆様に厚く御礼申
し上げます。

　この募金は任意のものであり、「募金額」は皆様
の自由な判断でお願いいたします。
　ただし、具体的な目安額を示してほしいという要
望もありますので、当会といたしましては一世帯あ
たり400円を目安としてお願いできれば幸いです。

子どもの居場所
こすどっ子食堂

地域の茶の間・いきいきサロン
しゃっきり体操ふれあいクラブ
（新栄町）

令和５年度
共同募金運動のご報告

秋葉区での募金の使いみち

令和５年度共同募金実績総額

 11,443,705 円
・赤い羽根募金
 7,737,718 円
・歳末たすけあい募金
 3,705,987 円

ご協力いただいた募金は、次のような活動に役立てられています。

● 生活・福祉課題への取り組みに（2,219,000円）
　・ゴミ出し支援　・食料支援
　・ひきこもりに関する取り組み
　・友愛訪問事業　・心配ごと相談事業

● 子育て支援への取り組みに（100,000円）
　・子どもの居場所づくりの立ち上げ、運営支援

● 地域の茶の間・いきいきサロン支援への取り組みに（558,000円）
　・地域の茶の間・サロン団体の立ち上げ、運営支援

● 歳末たすけあい事業への取り組みに（4,000,000円）
　・助け合い活動支援　・歳末見守り事業

ひとり親家庭のみなさまへの
食料支援を実施しました
　物価高騰の中、ひとり親家庭の皆様
の、不安な気持ちに少しでも寄り添い子
どもたちの笑顔につながるよう、赤い羽
根共同募金を財源として、2日間で281
世帯に食料品を無料で配布しました。
　受け取られた方からは、「子どもが夏
休みでお昼ご飯が必要になるので、お米
を頂けたのはとても有難いです」「子ども
には我慢をさせているため、食料支援は
大変感謝しています」など、感想をいた
だきました。
　今後は令和5年度に実施したアンケー
トをもとに、何ができるかを地域の皆さ
まとともに検討できればと考えています。

実施日：令和６年７月2６日(金)、2７日(土)
会　場：新津健康センター

■(株)坂電工業 様
■アベ製作所 様
■(株)にいつフード 様
■(株)原信 新津店 様
■(社福)親和福祉会　コトイロ日和 様
■秋葉区社会福祉協議会
　登録ボランティアの皆様
■秋葉区社会福祉協議会　役員

 （順不同）

天神町内に居場所が
立ち上がりました！
　新津西部地区に属する「天神町内会」は52世帯（R6.8現在）の町内です。町内会では敬老祝いに緊急情報
キット（緊急、災害時の備え）とお弁当のお届けや、花植え、防災勉強会ほか様々な活動でつながりを大切
にしています。
　そのようななか、「皆さんが普段感じていることや困っている事が何気なく聞けるような交流の居場所があ
ると良い。」という町内会の想いから、町内会役員、婦人会の若葉会、秋葉区社協で居場所づくりについて
検討を重ねました。集会所の老朽化で会場をどうするか悩みましたが、町内にあるデイサービスセンター「リ
ハステーションてんじん」さんに相談したところ、「地域密着で何か貢献できないかと考えていたのでぜひ協
力したい。」と部屋を無償で貸してくださるこ
とになりました。こうして地域と企業(施設)
がつながり、皆さんの想いが実って６月から
『天神笑和会サロン天神』を開催しています！

皆さんが気軽に立ち寄り、お互いに何でも言い
合えるような居場所になればと思います。
（天神町内会 明間会長）

下興野町の居場所づくりを検討中です！

　新津中央地区の下興
野町では、長年行われ
ていた居場所がありま
したがコロナの影響で
閉会し、数年が経ちま
した。
　支え合いのしくみづくり推進員としても、地域の支え
合いの居場所を少しでも増やしていきたいと模索してい
たなか、「下興野町に住む人同士で交流する場をつくり
たい。」と相談があり、現在立ち上げメンバーを中心に
検討を進めています。林町内会長はじめ本望民生委員、
佐藤民生委員と情報共有、相談をしながら『みんなの
広場下興野』の立ち上げに向けて、皆さんでアイディア
を出し合い準備を進めています。

2層の取り組み

　秋葉区にある6つの中学校区を3つに分けた圏域を
２層と呼んでいます。２層では圏域ごとの地域の現状・
課題を確認し、その課題へ向けた取り組みを地域の
皆さまと検討を進めながら、支え合う地域づくりを目
指しています。
　各圏域では地域課題へ向けた取り組みをテーマとし
て構成員と話し合いを行い、実践を目指しています。
新津第一・第二圏域では緊急情報キットの活用につい
て、新津第五圏域ではゴミ出しの課題について、小合・
金津・小須戸圏域では圏域全体でのサロンの情報交換
についてなどをテーマとして検討しています。
　今後もこれらの取り組みだけではなく、地域の皆さ
まに地域福祉活動を相談させていただきながら、助け
合い、支え合いの地域づくりを共に進めていきたいと
考えています。

検討会の様子

皆さんが笑顔でにぎやかに楽しくされている姿を
見て、関われてとても良かったなと感じています。
（リハステーションてんじん 丸山管理者）

しょうわ かい

（秋葉区）

※居場所とは、誰でも気軽に立ち寄ることができる場所です。おしゃ
べり、簡単な体操、健康のお話など、様々な取り組みがあります。
立ち上げたい、参加したいなどのご相談がありましたら、お気軽
にお声かけください。

「サロン天神」楽しくわいわいやっています！
毎月第２土曜日・午前10時～11時30分
会場：リハステーションてんじん

　地域における人間関係の希薄化など社会環境の変化により、社会的孤立の問題が出ていま
す。また、少子高齢化に伴い、単身高齢者や高齢者夫婦世帯の増加など、支援を必要として
いる世帯が増え、様々な課題に直面しています。秋葉区でも高齢化率は３２％を越え、地域か
らも認知症やごみ出し等高齢化に伴った多くの課題があがっています。

  地域の中で連携した見守り活動

　このようなことからも、身近な地域の中で、様々な活動が連携しながら、見守りが必要な高
齢者等を把握し、地域で支えていくことが必要になります。そして、誰もが安心した生活を送
ることができるよう、地域住民の支え合い活動として、見守り活動は大切な取り組みです。

  地域の取り組み

　昨年度、新たに歳末の見守りに取り組まれた地域が
４つありました。その中の一つである古田町内会では、
取り組むにあたり、町内会三役、福祉部員、民生委
員児童委員、新津西部コミ協・地区社協と連携し、
打合せを重ね、実施されました。
　打合せで事業内容や訪問時の注意事項の確認、担

当決め等行い、歳末時の見守り訪問を実施しました。
　訪問では、心待ちにしていらっしゃったり、温か
く迎えてくださり、ご近所同士の会話が弾み、地
域の温かなふれあいとなりました。
　また、打合せからふり返りまで意見交換を重ねた
ことで、町内会と民生委員児童委員の連携をさら
に深める機会にもなりました。

　秋葉区社会福祉協議会としましては、このように見守り活動を通して、地域のつながりやふ
れあいが深まるよう、地域の皆さまと歳末見守り事業の取り組みを検討し、進めていきたいと
考えております。

 見守り活動
　地域で行う見守りは、住民同士、日々の生活の中での「あいさつ」
や「声かけ」、「気にかけること」などから、ちょっとした変化に早い段
階で気づき、支援につないでいくことができます。
　お互いに見守り、見守られる支え合いの活動に地域の誰もが少し
ずつ参加することで、多くの人を支えることができます。見守り活動は、
支え合う地域づくりをめざす取り組みのひとつです。

歳末見守り事業
　地域の中でのつながりやふれあいを通して、温かい気持ちで今年
を締めくくり、新年を迎えていただけるよう歳末見守り事業を実施い
たします。

  対　象　 ○75才以上の一人暮らしで友愛訪問事業を利用している方
  　　　　 ○障がいをお持ちの一人暮らしの方

  申込み　 民生委員児童委員または秋葉区社会福祉協議会へ
  　　　　 お問い合わせください。

※友愛訪問事業…
　地域の方 （々民生委員児童委員、ボランティア等）のご協力をいた
だいて、見守りの必要な満75才以上の一人暮らし世帯等へ月１回訪
問する活動です。

　昨年度の「歳末ふれあい弁当配食事業」から見守り（地域のつなが
り・ふれあい）に重点を置いた「歳末見守り事業」に変更となりました。
　それに伴い、訪問時にふれあい弁当の配食はございません。

　　歳末たすけあい募金を財源として実施しています。

多くの皆様からのご協力により、
ひとり親家庭の皆様に温かい気持ちを

届けることができました。

新潟縣信用組合新津支店様の取り組み
「地域から特殊詐欺被害者をゼロにするために」
　新潟縣信用組合新津支店様では、地域貢献活動の一
環として「特殊詐欺防止講演会」活動を展開されています。
オレオレ詐欺の被害を防ぐストーリー動画を制作し、秋葉
区では、秋葉警察署と連携し、地域の茶の間・いきいき
サロン等に伺い、地域の皆さまへ動画の上映と詐欺被害
防止のための講演を行っています。

　最近では、オレオレ詐欺以外にも還付金詐欺やSNSを乗っ取った
詐欺やロマンス詐欺等、様々な形態で被害が拡大しています。活動
を通じて特殊詐欺被害を撲滅し、皆さんが明るく安全に暮らせるよう、
今後も努めてまいります。 新潟縣信用組合新津支店長 森田様

～「小さな気づき」が被害を防ぎます～
　このような企業の取り組みも地域
の安心安全な暮らしにつながります。
　皆さまの地域の集まりでも講演を聞
いてみませんか。

　ストーリー動画では、新津支店の職員の方の他、金津地区民生
委員児童委員協議会会長も出演しています。

　山の手地区では、民生委員児童委員が月に1回、見守りが必要
な一人暮らしの高齢者世帯等に声かけや見守りを兼ねて訪問（友
愛訪問）しています。

　友愛訪問では、会話を通じて普段とお変わりがないか確認しま
す。同じ地域に住む民生委員児童委員ということもあり、身近な
話題や近況など会話も弾みます。
　心配な様子が見受けられれば、ご家
族や関係機関等と連絡を取りますが、
定期的に訪問していることで普段の様

子からの変化も伝えることができます。帰る際には、「また来月ね!」
とお互いに笑顔であいさつを交わされていました。

　友愛訪問は、見守り活動ですが、それだけではなく、
地域の方との大切な交流の機会にもなっています。

　また、山の手地区の民生委員児童委員は、山の手コ
ミ協の福祉部員でもあります。歳末時期には、温かいお
正月を迎えていただけるよう、小須戸中学校の生徒と地
域のボランティアと一緒に訪問を行っています。この取り
組みは、山の手コミュニティ協議会と小須戸コミュニティ
協議会、そして小須戸中学校で協同し、長年取り組ま
れており、生徒と一緒の訪問は大変喜ばれています。 中学生とは当日の訪問だけではなく、事

前に打合せを行い、趣旨や対象の方の日
頃の様子、声かけの仕方を伝えています。

　新町町内会では、見守りが必要な高齢者世帯等に見守りとして月に1
回訪問する友愛訪問を、地域の民生委員児童委員と新町ふれあいまち
づくり委員（以下ふれまち委員）で実施しています。

　ふれまち委員は、見守り活動や地
域の茶の間などで地域の皆さまと関
わりを持ち、顔の見える関係づくりを
大切に考えており、友愛訪問では、
高齢者や障がい者世帯のお宅へ訪問
し、顔を合わせての見守り活動を行っ
ています。月に１回の活動ですが、地
域の人とお話しできる時間を楽しみに
待っているという方も多くいらっしゃいます。あいさつや会話などの中で、
心配ごとや相談事があれば、民生委員児童委員を通して相談窓口につ
なぐことで、困りごとの早期発見にもつながります。
　こうした地域のつながりによって住民同士の信頼関係がつくられてい
き、地域全体での見守りに広がっていきます。

　歳末時期にも同様に、民生委員児童委員とふれまち委員が連携して
訪問による見守り活動を行っています。友愛訪問や日頃の交流によって
できた地域のつながりがあることで、民生委員児童委員やふれまち委員
を身近に感じることができ、訪問を受けている皆さまから喜ばれている活
動です。



支え合いのしくみづくり
「支え合いのしくみづくりについて知りたい」と思った時など、
いつでもお声がけください。皆様のところへ説明に伺います。

秋葉区では住み慣れた地域で誰もが安心して暮らし続けてい
くために、生活支援・介護予防などの充実を図るため、身近な
地域での支え合いの取り組みを関係機関と連携を行いながら、
地域の皆様と推進しています。

見守り活動
～地域における見守り活動とこれからの取り組み～特集

　見守り活動は、地域における助け合い・支え合い活動を進めるうえで大切な取り組みです。地域のさりげない見守りで、個々の悩みやちょっと
した変化に気づき、必要な支援につながることや、地域住民同士のつながりが深まり、よりよい地域づくりにもつながります。
　住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる地域づくりを進めるために、地域の皆様とともに、見守りについて考えていきたいと思います。

区社協福祉推進会議

歳末見守り事業

　令和６年８月１日（木）、２日（金）に、地域コミュニティ協議会や地区社会福祉協議会、自治会長・町内会長、民生委
員児童委員の皆様と秋葉区社会福祉協議会役員を対象に、区社協福祉推進会議を開催しました。
　地域の助け合い、支え合い活動を推進するための会議で、今年度は「見守りの重要性」をテーマに行いました。

　初めに、新潟医療福祉大学の青木先生から、「地域課題の現状と見守り活動の重要性」について、いま地域では孤立
死や困りごと（ゴミ出し、買い物、除雪等）、特殊詐欺、認知症に関する課題があること、課題に対し住民同士が支え合っ
ていくために見守り活動は重要であること、などについてお話しを頂き、秋葉区社会福祉協議会からは、当協議会とし
ての見守り活動の考え方や地域と連携した活動の紹介、助成金の活用について説明をさせて頂きました。
　また、昨年度に地域の中で連携した見守り活動を行った４つの自治会・町内会（新町、草水町、車場3丁目、古田）か
らの事例発表がありました。身近な地域の方が見守り訪問を行うことで、ご近所同士の会話がうまれ、お互いの気持ち
が上向くなど取り組みの意義を感じる機会となりました。
　最後には参加者で地域コミュニティ協議会ごとに、見守りや地域の現状について話し合いが行われ、見守り活動は地
域で検討を進めなければならないなどの意見があがり、時間が足りないほどでした。
　今後は、この活動がさらに広がるように、地域の皆様と話し合いを重ねながら、「住み慣れた地域で安心して暮らし
続けられる地域づくり」を進めていきたいと考えております。

新潟医療福祉大学　青木先生より
「地域課題の現状と見守り活動の重要性」と題して、

基調説明をいただきました。

山の手地区新町町内会

　10月1日より全国一斉に赤い羽根共同
募金運動が始まりました。
　秋葉区では、自治会・町内会を通じて
各世帯にお願いする戸別募金のほか、街
頭募金、学校や職場、企業等、様々な方法
で募金をお願いしております。
　集められた募金は、県内の福祉施設や秋
葉区内の地域活動などの福祉事業を推進す
る様々な活動に役立てられています。災害
時には、被災地支援にも役立てられます。
　今年も皆様の温かいご支援、ご協力を
お願いいたします。

赤い羽根共同募金へのご協力をお願いします
運動期間中ご支援いただきま
した地域の方々、学校、企業、
各種団体の皆様に厚く御礼申
し上げます。

　この募金は任意のものであり、「募金額」は皆様
の自由な判断でお願いいたします。
　ただし、具体的な目安額を示してほしいという要
望もありますので、当会といたしましては一世帯あ
たり400円を目安としてお願いできれば幸いです。

子どもの居場所
こすどっ子食堂

地域の茶の間・いきいきサロン
しゃっきり体操ふれあいクラブ
（新栄町）

令和５年度
共同募金運動のご報告

秋葉区での募金の使いみち

令和５年度共同募金実績総額

 11,443,705 円
・赤い羽根募金
 7,737,718 円
・歳末たすけあい募金
 3,705,987 円

ご協力いただいた募金は、次のような活動に役立てられています。

● 生活・福祉課題への取り組みに（2,219,000円）
　・ゴミ出し支援　・食料支援
　・ひきこもりに関する取り組み
　・友愛訪問事業　・心配ごと相談事業

● 子育て支援への取り組みに（100,000円）
　・子どもの居場所づくりの立ち上げ、運営支援

● 地域の茶の間・いきいきサロン支援への取り組みに（558,000円）
　・地域の茶の間・サロン団体の立ち上げ、運営支援

● 歳末たすけあい事業への取り組みに（4,000,000円）
　・助け合い活動支援　・歳末見守り事業

ひとり親家庭のみなさまへの
食料支援を実施しました
　物価高騰の中、ひとり親家庭の皆様
の、不安な気持ちに少しでも寄り添い子
どもたちの笑顔につながるよう、赤い羽
根共同募金を財源として、2日間で281
世帯に食料品を無料で配布しました。
　受け取られた方からは、「子どもが夏
休みでお昼ご飯が必要になるので、お米
を頂けたのはとても有難いです」「子ども
には我慢をさせているため、食料支援は
大変感謝しています」など、感想をいた
だきました。
　今後は令和5年度に実施したアンケー
トをもとに、何ができるかを地域の皆さ
まとともに検討できればと考えています。

実施日：令和６年７月2６日(金)、2７日(土)
会　場：新津健康センター

■(株)坂電工業 様
■アベ製作所 様
■(株)にいつフード 様
■(株)原信 新津店 様
■(社福)親和福祉会　コトイロ日和 様
■秋葉区社会福祉協議会
　登録ボランティアの皆様
■秋葉区社会福祉協議会　役員

 （順不同）

天神町内に居場所が
立ち上がりました！
　新津西部地区に属する「天神町内会」は52世帯（R6.8現在）の町内です。町内会では敬老祝いに緊急情報
キット（緊急、災害時の備え）とお弁当のお届けや、花植え、防災勉強会ほか様々な活動でつながりを大切
にしています。
　そのようななか、「皆さんが普段感じていることや困っている事が何気なく聞けるような交流の居場所があ
ると良い。」という町内会の想いから、町内会役員、婦人会の若葉会、秋葉区社協で居場所づくりについて
検討を重ねました。集会所の老朽化で会場をどうするか悩みましたが、町内にあるデイサービスセンター「リ
ハステーションてんじん」さんに相談したところ、「地域密着で何か貢献できないかと考えていたのでぜひ協
力したい。」と部屋を無償で貸してくださるこ
とになりました。こうして地域と企業(施設)
がつながり、皆さんの想いが実って６月から
『天神笑和会サロン天神』を開催しています！

皆さんが気軽に立ち寄り、お互いに何でも言い
合えるような居場所になればと思います。
（天神町内会 明間会長）

下興野町の居場所づくりを検討中です！

　新津中央地区の下興
野町では、長年行われ
ていた居場所がありま
したがコロナの影響で
閉会し、数年が経ちま
した。
　支え合いのしくみづくり推進員としても、地域の支え
合いの居場所を少しでも増やしていきたいと模索してい
たなか、「下興野町に住む人同士で交流する場をつくり
たい。」と相談があり、現在立ち上げメンバーを中心に
検討を進めています。林町内会長はじめ本望民生委員、
佐藤民生委員と情報共有、相談をしながら『みんなの
広場下興野』の立ち上げに向けて、皆さんでアイディア
を出し合い準備を進めています。

2層の取り組み

　秋葉区にある6つの中学校区を3つに分けた圏域を
２層と呼んでいます。２層では圏域ごとの地域の現状・
課題を確認し、その課題へ向けた取り組みを地域の
皆さまと検討を進めながら、支え合う地域づくりを目
指しています。
　各圏域では地域課題へ向けた取り組みをテーマとし
て構成員と話し合いを行い、実践を目指しています。
新津第一・第二圏域では緊急情報キットの活用につい
て、新津第五圏域ではゴミ出しの課題について、小合・
金津・小須戸圏域では圏域全体でのサロンの情報交換
についてなどをテーマとして検討しています。
　今後もこれらの取り組みだけではなく、地域の皆さ
まに地域福祉活動を相談させていただきながら、助け
合い、支え合いの地域づくりを共に進めていきたいと
考えています。

検討会の様子

皆さんが笑顔でにぎやかに楽しくされている姿を
見て、関われてとても良かったなと感じています。
（リハステーションてんじん 丸山管理者）

しょうわ かい

（秋葉区）

※居場所とは、誰でも気軽に立ち寄ることができる場所です。おしゃ
べり、簡単な体操、健康のお話など、様々な取り組みがあります。
立ち上げたい、参加したいなどのご相談がありましたら、お気軽
にお声かけください。

「サロン天神」楽しくわいわいやっています！
毎月第２土曜日・午前10時～11時30分
会場：リハステーションてんじん

　地域における人間関係の希薄化など社会環境の変化により、社会的孤立の問題が出ていま
す。また、少子高齢化に伴い、単身高齢者や高齢者夫婦世帯の増加など、支援を必要として
いる世帯が増え、様々な課題に直面しています。秋葉区でも高齢化率は３２％を越え、地域か
らも認知症やごみ出し等高齢化に伴った多くの課題があがっています。

  地域の中で連携した見守り活動

　このようなことからも、身近な地域の中で、様々な活動が連携しながら、見守りが必要な高
齢者等を把握し、地域で支えていくことが必要になります。そして、誰もが安心した生活を送
ることができるよう、地域住民の支え合い活動として、見守り活動は大切な取り組みです。

  地域の取り組み

　昨年度、新たに歳末の見守りに取り組まれた地域が
４つありました。その中の一つである古田町内会では、
取り組むにあたり、町内会三役、福祉部員、民生委
員児童委員、新津西部コミ協・地区社協と連携し、
打合せを重ね、実施されました。
　打合せで事業内容や訪問時の注意事項の確認、担

当決め等行い、歳末時の見守り訪問を実施しました。
　訪問では、心待ちにしていらっしゃったり、温か
く迎えてくださり、ご近所同士の会話が弾み、地
域の温かなふれあいとなりました。
　また、打合せからふり返りまで意見交換を重ねた
ことで、町内会と民生委員児童委員の連携をさら
に深める機会にもなりました。

　秋葉区社会福祉協議会としましては、このように見守り活動を通して、地域のつながりやふ
れあいが深まるよう、地域の皆さまと歳末見守り事業の取り組みを検討し、進めていきたいと
考えております。

 見守り活動
　地域で行う見守りは、住民同士、日々の生活の中での「あいさつ」
や「声かけ」、「気にかけること」などから、ちょっとした変化に早い段
階で気づき、支援につないでいくことができます。
　お互いに見守り、見守られる支え合いの活動に地域の誰もが少し
ずつ参加することで、多くの人を支えることができます。見守り活動は、
支え合う地域づくりをめざす取り組みのひとつです。

歳末見守り事業
　地域の中でのつながりやふれあいを通して、温かい気持ちで今年
を締めくくり、新年を迎えていただけるよう歳末見守り事業を実施い
たします。

  対　象　 ○75才以上の一人暮らしで友愛訪問事業を利用している方
  　　　　 ○障がいをお持ちの一人暮らしの方

  申込み　 民生委員児童委員または秋葉区社会福祉協議会へ
  　　　　 お問い合わせください。

※友愛訪問事業…
　地域の方 （々民生委員児童委員、ボランティア等）のご協力をいた
だいて、見守りの必要な満75才以上の一人暮らし世帯等へ月１回訪
問する活動です。

　昨年度の「歳末ふれあい弁当配食事業」から見守り（地域のつなが
り・ふれあい）に重点を置いた「歳末見守り事業」に変更となりました。
　それに伴い、訪問時にふれあい弁当の配食はございません。

　　歳末たすけあい募金を財源として実施しています。

多くの皆様からのご協力により、
ひとり親家庭の皆様に温かい気持ちを

届けることができました。

新潟縣信用組合新津支店様の取り組み
「地域から特殊詐欺被害者をゼロにするために」
　新潟縣信用組合新津支店様では、地域貢献活動の一
環として「特殊詐欺防止講演会」活動を展開されています。
オレオレ詐欺の被害を防ぐストーリー動画を制作し、秋葉
区では、秋葉警察署と連携し、地域の茶の間・いきいき
サロン等に伺い、地域の皆さまへ動画の上映と詐欺被害
防止のための講演を行っています。

　最近では、オレオレ詐欺以外にも還付金詐欺やSNSを乗っ取った
詐欺やロマンス詐欺等、様々な形態で被害が拡大しています。活動
を通じて特殊詐欺被害を撲滅し、皆さんが明るく安全に暮らせるよう、
今後も努めてまいります。 新潟縣信用組合新津支店長 森田様

～「小さな気づき」が被害を防ぎます～
　このような企業の取り組みも地域
の安心安全な暮らしにつながります。
　皆さまの地域の集まりでも講演を聞
いてみませんか。

　ストーリー動画では、新津支店の職員の方の他、金津地区民生
委員児童委員協議会会長も出演しています。

　山の手地区では、民生委員児童委員が月に1回、見守りが必要
な一人暮らしの高齢者世帯等に声かけや見守りを兼ねて訪問（友
愛訪問）しています。

　友愛訪問では、会話を通じて普段とお変わりがないか確認しま
す。同じ地域に住む民生委員児童委員ということもあり、身近な
話題や近況など会話も弾みます。
　心配な様子が見受けられれば、ご家
族や関係機関等と連絡を取りますが、
定期的に訪問していることで普段の様

子からの変化も伝えることができます。帰る際には、「また来月ね!」
とお互いに笑顔であいさつを交わされていました。

　友愛訪問は、見守り活動ですが、それだけではなく、
地域の方との大切な交流の機会にもなっています。

　また、山の手地区の民生委員児童委員は、山の手コ
ミ協の福祉部員でもあります。歳末時期には、温かいお
正月を迎えていただけるよう、小須戸中学校の生徒と地
域のボランティアと一緒に訪問を行っています。この取り
組みは、山の手コミュニティ協議会と小須戸コミュニティ
協議会、そして小須戸中学校で協同し、長年取り組ま
れており、生徒と一緒の訪問は大変喜ばれています。 中学生とは当日の訪問だけではなく、事

前に打合せを行い、趣旨や対象の方の日
頃の様子、声かけの仕方を伝えています。

　新町町内会では、見守りが必要な高齢者世帯等に見守りとして月に1
回訪問する友愛訪問を、地域の民生委員児童委員と新町ふれあいまち
づくり委員（以下ふれまち委員）で実施しています。

　ふれまち委員は、見守り活動や地
域の茶の間などで地域の皆さまと関
わりを持ち、顔の見える関係づくりを
大切に考えており、友愛訪問では、
高齢者や障がい者世帯のお宅へ訪問
し、顔を合わせての見守り活動を行っ
ています。月に１回の活動ですが、地
域の人とお話しできる時間を楽しみに
待っているという方も多くいらっしゃいます。あいさつや会話などの中で、
心配ごとや相談事があれば、民生委員児童委員を通して相談窓口につ
なぐことで、困りごとの早期発見にもつながります。
　こうした地域のつながりによって住民同士の信頼関係がつくられてい
き、地域全体での見守りに広がっていきます。

　歳末時期にも同様に、民生委員児童委員とふれまち委員が連携して
訪問による見守り活動を行っています。友愛訪問や日頃の交流によって
できた地域のつながりがあることで、民生委員児童委員やふれまち委員
を身近に感じることができ、訪問を受けている皆さまから喜ばれている活
動です。



「困っているときはお互いさま」そんな気持ちからつくられました。
ふれあい福祉サービスは、住民同士の助けあい活動です。

〇利用できる方 秋葉区にお住まいで、おおむね65歳以上の方
 障がい児・者、お手伝いが必要な方

〇活動内容 調理及び食事の準備、買い物、掃除、
 洗濯  ゴミ出し  等

〇利用日時 平日の午前９時～午後５時
 （ゴミ出しは、８時半までに実施）
 土日祝日および１２月２９日～１月３日はお休み

〇利 用 料 １時間につき500円（ゴミ出しは30分250円）
 生活保護世帯は半額です

協力会員募集中
資格等は必要ありません。活動にご理解をもって活動くださ
る方はどなたでも登録できます。短時間での活動も可能です。
わからないことが多い初回の活動は職員が同行します。
毎月20日に説明会を開催していますので、
お気軽にお問い合わせください。

秋葉区社協だより
新潟市秋葉区社会福祉協議会
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新潟市秋葉区新津本町1-2-39
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（新津地域交流センター2F）

検索秋葉区社会福祉協議会

社会福祉法人 新潟市社会福祉協議会

秋葉区社会福祉協議会

ホームページ
も見てね

秋葉区にお住まいの方で新聞未購読等、秋葉区社協だよりが届いていない世帯
で郵送を希望される方は、秋葉区社会福祉協議会までお申込みください。

秋葉区社協だよりの郵送申込みを受け付けております。

きらりん

Vol.48

中も読んでね

　より多くの皆さまに情報をお伝えできるよう
希望される方には個別に郵送をしています。
　お近くの方にぜひご案内ください。

お申し込み先：秋葉区社会福祉協議会

TEL0250-24-8376
FAX0250-23-3322

年３回（7月・10月・3月）に
発行予定です！

今 回 の
　  特 集

秋葉区社協だよりの
郵送申込みを
受け付けています

　秋葉区社協だよりは、新聞折り込みでお届
けするとともに、区役所、コミュニティセンター
などに設置をしていただいております。

　目の不自由な方を対象に、点字版や音声版
（デイジー・CD版）も発行しています。

ふれあい福祉サービス

寄付金額
３０,０００円
１０,０００円
２,０００円

寄付者氏名（敬称略）
ラブママ
匿名
匿名

寄付先
秋葉区社協
秋葉区社協
秋葉区社協

秋葉区内の福祉事業・活動に活用させていただきます。
（令和6年６月1日～令和6年８月31日）

あたたかいご寄付を
ありがとうございました

　地域のつながりの希薄化や
少子高齢社会に伴う様々な課
題がある中で、支え合う地域
づくりが大切になります。支え
合う地域づくりを進めるうえで
重要となる、地域における見守
り活動をご紹介します。

小合地区の紹介
― 小合地区の見守り訪問 ―

　小合地区では、「なじらて訪問」と「歳末見守り事業」
で高齢者等の見守り訪問活動を行っています。
　「なじらて訪問」では、自治会長・町内会長を中心に
各組長等と年に２回（7月・12月）訪問しています。また、
「歳末見守り事業」では、サロン代表者と民生委員児童
委員、自治会と協力し、歳末時期に訪問活動を行って
います。
　このように色々な方が関わりながら見守り活動を行う
ことで、支え合う地域づくりをすすめています。

（小合地区社会福祉協議会　阿部会長）

各種助成の
ご案内

【第１部　福祉功労者表彰式】
【第２部　地域福祉推進フォーラム】
 テーマ：あきはくの支え合いの実践
　　　　～地域共生社会を目指して～ 

◆シンポジウム
　 ＜シンポジスト＞　
　　①新潟縣信用組合　様
　　②舟戸1,2自治会　様
　　③秋葉区社会福祉協議会・
　　　支え合いのしくみづくり
　＜コーディネーター＞
　　新潟医療福祉大学
　　心理・福祉学部社会福祉学科
　　教授　青木 茂 氏
○シンポジウムでは、区内で取り組まれている
たくさんの地域活動を映像でご紹介します。

※災害や感染症拡大状況によっては、開催方法や参
加人数を変更する場合があります。

令和６年度  秋葉区地域
福祉推進フォーラム
日　時 令和6年12月15日（日）
 13：30 ～ 15：45
会　場 秋葉区文化会館

定　員 会場 300名、オンライン 100名
 （事前申込制）
参加費 無料

主　催 秋葉区社会福祉協議会

共　催 新潟市（秋葉区健康福祉課）

  歳末たすけあい事業
住民同士の交流を目的とする歳末時期に行う事業
（クリスマス会や賽の神など）を支援します。
対象団体：自治会・町内会、地区社会福祉協議会、
　　　　　地域コミュニティ協議会、福祉施設
自治会・町内会　10,000円上限
複数自治会・町内会で事業を開催した場合は、
10,000円×自治会・町内会数が上限
地区社協・コミ協・施設　100,000円上限
ただし、事業費総額の10分の９以内とする。

  歳末除雪たすけあい事業
助け合いと見守りを目的として実施する除雪活動
を支援します。
対象団体：自治会・町内会、福祉施設
自治会・町内会につき　30,000円以内

赤い羽根共同募金・歳
末たすけあい募金を財源
として実施しています。

  ひとり親世帯等入学準備助成事業
来春小・中学校へ入学するお子様がいるひとり親世
帯または両親がいない世帯の方へランドセルまたは
指定体操着購入費の一部を助成します。
対象者：令和6年度児童扶養手当（全部停止の場合も含む）また

は、ひとり親家庭等医療費助成の認定を受けている世
帯、かつ、市民税非課税世帯（※生活保護世帯除く）

ランドセル購入費用（小学校新１年生）1名につき12,000円上限
学校指定体操着購入費用（小学校新1年生、中学校新１年生）
12,000円上限

  共同募金 公募型助成事業
新潟市内における地域福祉推進を目的に公募型助
成事業を募集します。
対象事業年度：令和7年度事業
※対象事業が各種ありますので、詳細は秋葉区社協ホームページ
　「お知らせ」をご覧ください。

詳細や必要な書類等については、秋葉区社会福祉協議会までお問い合わせください。
秋葉区社会福祉協議会　TEL 0250-24-8376

ひきこもりに関する講座のご案内
　ひきこもりの状態になるのは、様々な社会課題があります。ひきこもりについて正しく理解し、
一緒に考えませんか。聞くだけの参加も大歓迎です。

～ひきこもり家族の懇談会のご案内～
　秋葉区社協では、ひきこもりに関する取り組みを行っており、家族の懇談会については、不定
期で開催しています。次回2回目は、上記10月24日となりますが、3回目は２月を予定しています。
ご案内は秋葉区社会福祉協議会のホームページにてご確認ください。
「本人にどう声をかけたら良いのか分からない」「甘やかしすぎたのかな」など様々な想いを分かち
合う場です。話したくないことは話さなくても良いです。
ぜひお気軽にお越しください。

【第１部】 「ひきこもりの正しい理解と支援」
 講師：長岡崇徳大学 客員教授　斎藤 まさ子 氏
　ひきこもりは、本人や家族の自己責任ではありません。
ひきこもり支援に大切な家族支援について学びます。

【第２部】 懇談会※こちらは、ひきこもりの状態にある方
のご家族のみ対象です

詳細は、秋葉区社会福祉協議会ホームページをご確認く
ださい。

  日　時 令和６年１０月24日（木）
 13：30 ～15：45
  会　場 新津健康センター３階
 第1・2会議室
  定　員 

秋葉区社会福祉協議会　TEL 0250 - 24 - 8376

40名（事前申し込みは必要あ
りませんが、定員に達した場合
は、会場に入れない場合があ
りますので、ご了承ください）

予約不要

ボランティアきっかけ作り講座開催
ボランティアしたいけど、どんなボランティアがあるか知りたい、ボランティア活動の体験をした
いなど、ボランティアに興味のある方を対象に「ボランティアきっかけ作り講座」を開催します。
  日　時 令和６年１１月９日（土）13：30～15：30

  会　場 新津地域交流センター　多目的ホール

  内　容 ボランティア活動紹介、ボランティア体験

  参加費 無料　　  申込み　１１月１日（金）締め切り

秋葉かみしばいクラブ「青空」、ハンドケアスマイル、絵と手紙いろどりの会による
体験コーナーもあります。皆さんご参加ください。

  申込先 秋葉区ボランティア・市民活動センター
 TEL：（0250）24-8345
 FAX：（0250）23-3322
 メール：vsc-akiha@syakyo-niigatacity.or.jp

　秋葉区は超高齢社会を迎え、その中で重要な課題の1つが認
知症です。2025年には高齢者の5人に1人が認知症になると言
われており、誰がなってもおかしくないとても身近な病気です。
2024年1月に認知症基本法が施行され、企業でも認知症の人へ
の対応について考えることが求められています。認知症になって
も安心して暮らせる地域をつくっていくためには、認知症のこと
を正しく理解し、あたたかく見守る地域づくりが大切です。
　そこで、全国的に行われている認知症サポーター養成講座を
活用し、一緒に認知症について学んでみませんか？ 

＜子どもたちも認知症について学んでいます＞
　新津第二中学校１年生を対象に
認知症サポーター養成講座を実施
しました。講座では認知症の症状
の理解の他、地域や企業の方から
も見守り活動や訪問の中での認知
症の方への関わり等、それぞれの取り組みのお話を聞き、
地域の一員として生徒たちができることを考えました。

　企業だけではなく、自治会町内会等の地域の集まりで
も受講することができます。
　認知症サポーター養成講座にご興味があ
りましたら、お気軽に秋葉区社会福祉協議
会までご連絡ください。

企業の皆様へ

認知症サポーター養成講座を
受講しませんか


